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イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン

日
本
加
盟
組
織
協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て

1
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

日
本
加
盟
協
の
概
要

藤
冨 

健
一

金
属
労
協
／
J
C
M
事
務
局
次
長
・
国
際
局
長

　
（
１
）
目
的

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
協
は
、

そ
の
設
立
の
目
的
と
し
て
、
次
の
４
点
を
掲

げ
て
い
る
。

アトレ・ホイエ書記次長

日本加盟協・ロゴ

　

2
0
1
7
年
１
月
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
日
本
加

盟
組
織
協
議
会
（
略
称
：
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
協
、
英
語
名
称
：

IndustriA
LL

Japan Liaison Council
、

英
語
略
称
：IndustriA

LL-JLC

）が
活

動
を
開
始
し
た
。

　

2
0
1
6
年
12
月
８
日
、
電
機
連
合
会

館
に
て
、
ア
ト
レ
・
ホ
イ
エ　

イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
本
部
書
記
次
長
を
迎
え
、
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
３
組
織
（
金

属
労
協
／
J
C
M
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
・
J
A
F
、
U
A
ゼ
ン
セ
ン
）
の
加
盟
産結成大会の模様

別
代
表
者
を
中
心
に

27
名
が
出
席
し
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル・

グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ

ン
日
本
加
盟
組
織
協

議
会
結
成
大
会
を
開

催
し
、
運
営
規
程
・

活
動
計
画
や
役
員
体

制
等
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　

今
回
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー

バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
日
本
加
盟
組
織
協
議
会（
以

下
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
協
」）

の
設
立
に
あ
た
り
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ま

と
め
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
経

過
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
記
し
た
い
。

結成大会参加者の集合写真

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
協
の

目
的
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

１
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
規
約
及

び
諸
決
定
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
実

践
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
の
地
域
事

務
所
及
び
日
本
の
加
盟
組
織
間
の

協
力
・
連
携
を
図
り
、
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
運
動
の
発
展
を
目
指
す
。

２
世
界
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
加

盟
組
合
、
特
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
の
加
盟
組
合
と
の
連
帯
を
推
進

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
協

運
営
規
定　

第
４
条　

目
的
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【
第
９
条　

役
員
】

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
協
は
、

次
の
と
お
り
役
員
を
置
く
。

1
．
議
長 

1
名

2
．
副
議
長 

若
干
名

3
．
事
務
局
長 

1
名

4
．
副
事
務
局
長 

若
干
名

5
．
会
計
監
査
委
員 

2
名

6
．
運
営
委
員 

各
構
成
組
織
か
ら

 

若
干
名
。

【
第
10
条　

役
員
の
任
期
】

役
員
の
任
期
は
2
年
と
す
る
。
な
お
、
役
員

に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
三
役
会
議
及

び
運
営
委
員
会
で
補
充
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
場
合
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
存

役　職 氏　名 インダストリオール役職名・所属組織役職名

議長  相原　康伸 
インダストリオール副会長
インダストリオールアジア太平洋地域共同議長
金属労協／ＪＣＭ議長 

副議長  島田　尚信 
インダストリオール執行委員
インダストリオール・ＪＡＦ議長
ＵＡゼンセン副会長

〃 岸本　薫 インダストリオール執行委員
インダストリオール・ＪＡＦ副議長

事務局長  郷野　晶子  インダストリオール会計監査
ＵＡゼンセン副会長

副事務局長  浅沼　弘一  インダストリオール執行委員代理
金属労協／ＪＣＭ事務局長 

〃 井上　徹 インダストリオール・ＪＡＦ事務局長 

〃 中野　英恵 UAゼンセン国際局長

運営委員  藤冨　健一  金属労協／ＪＣＭ事務局次長

〃 岩井　伸哉 金属労協／ＪＣＭ国際局部長

〃 高城　牧子  金属労協／ＪＣＭ国際局部長

〃 松井　珠実  インダストリオール・ＪＡＦ 副事務局長

〃 檀上　亜都子  UAゼンセン国際局副部長

〃 生井　資子  UAゼンセン国際局副部長

会計監査 石井　直樹 金属労協／ＪＣＭ会計監査（全電線）

〃 宮腰　雅仁 インダストリオール・ＪＡＦ会計監査（ＪＥＣ連合）

アドバイザー  佐藤　良雄  インダストリオール・ＪＡＦ常任顧問

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
協
運
営
規
定

表 1　 新役員 体制図

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
協
の
設

立
に
当
た
っ
て
、
意
図
し
た
効
果
は
次
の
２

点
で
あ
る
。

①
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
３
組
織

の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
関
連
活
動
の

重
複
を
解
消
し
、
効
率
化
を
図
る
と
と

も
に
、
産
業
横
断
的
な
交
流
に
よ
る
活

動
の
充
実
な
ど
の
相
乗
効
果
を
発
揮
す

る
。

②
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
本
部
・
ア
ジ
ア

地
域
事
務
所
と
の
連
携
を
よ
り
密
に
し
、

国
際
労
働
運
動
の
発
展
に
向
け
た
責
任

を
果
た
す
た
め
の
素
地
を
作
る
。

（
２
）
役
員

　

役
員
の
構
成
、
任
期
、
任
務
に
つ
い
て
は

左
記
の
よ
う
な
規
定
と
な
っ
て
お
り
、
日
本

加
盟
３
組
織
で
調
整
の
結
果
、
結
成
直
後

の
体
制
と
し
て
、
表
１
の
通
り
確
認
し
た
。

（
３
）
業
務
概
要

　

発
足
に
あ
た
り
、
当
面
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
本
部
の
文
書
翻
訳
、
同
機
関
会
議

へ
の
準
備
・
対
応
、
本
部
の
要
請
に
よ
る
国

際
連
帯
活
動
等
既
に
共
同
で
取
り
組
ん
で
い

る
国
際
活
動
を
一
元
化
し
て
い
く
。

す
る
。

３
国
際
労
働
運
動
の
発
展
に
向
け
た

加
盟
組
合
の
活
動
を
支
援
す
る
。

４
連
合
、産
別
組
織
、他
の
G
U
F
（
国

際
産
業
別
組
織
）
及
び
他
の
関
係

団
体
と
の
情
報
交
換
等
連
携
活
動

を
行
う
。

図1　インダストリオール日本加盟協の位置づけ

U
A
ゼ
ン
セ
ン

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
J
A
F

金
属
労
協
／
J
C
M

IndustriAll

インダストリ
オール
日本加盟組織
協議会

共通で取り組む
活動を共有する
ことにより効率
的に活動を推進

期
間
と
す
る
。

【
第
11
条　

役
員
の
任
務
】

　

役
員
の
任
務
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

1
．
議
長
：
本
協
議
会
を
代
表
し
、
運
営
委
員

会
を
主
宰
す
る
。
副
議
長
は
こ
れ
を
補
佐

す
る
。

2
．事
務
局
長
：
本
協
議
会
の
業
務
と
財
政
を

総
括
し
、
こ
れ
を
処
理
す
る
。

3
．副
事
務
局
長
は
こ
れ
を
補
佐
す
る
。

4
．運
営
委
員
は
、
必
要
に
応
じ
て
連
絡
協
議

会
の
業
務
を
分
担
し
、
諸
活
動
の
推
進
に

協
力
す
る
。

5
．会
計
監
査
は
、
本
協
議
会
の
財
政
を
監
査

す
る
。
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2
0
1
2
年
６
月
、
I
M
F
（
国
際
金

属
労
連
）、
I
C
E
M
（
国
際
化
学
エ
ネ
ル

ギ
ー
鉱
山
一
般
労
連
）、I
T
G
L
W
F
（
国

際
繊
維
被
服
皮
革
労
働
組
合
同
盟
）
に
よ

り
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
結
成
さ
れ
た

が
、「
国
別
協
議
会
」
に
関
す
る
項
は
、
結

成
時
の
規
約
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
双
方

に
盛
り
込
ま
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
規
約
第

30
条
に
お
い
て
「
加
盟
組
合
に
よ
り
、
共
同

行
動
の
推
進
と
加
盟
組
合
と
書
記
局
と
の

関
係
維
持
を
目
的
に
国
別
協
議
会
を
設
立

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
ア
ク
シ
ョ
ン・

プ
ラ
ン
で
は
、イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
「
同

盟
や
合
併
、
全
国
・
地
域
協
議
会
の
設
置

を
通
じ
て
同
じ
国
の
加
盟
組
織
間
で
団
結

を
強
化
す
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す

る
」
と
し
た
。

　

当
時
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、マ
レ
ー
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
等
で
国
別
協
議
会
結

成
の
動
き
が
あ
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
両
面
に
お
い
て
存
在
感
を

増
す
日
本
加
盟
３
組
織
自
ら
が
、
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
の
運
動
に
一
層
貢
献
す
べ
く
、

更
に
連
携
を
図
り
、
国
別
協
議
会
を
設
置

す
べ
き
、
と
い
う
考
え
が
主
流
と
な
っ
た
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成
直
後
の
2
 

0
1
2
年
8
月
よ
り
、日
本
加
盟
３
組
織
で

「
事
務
局
連
絡
会
議
」
を
開
始
し
、
各
組
織

の
国
際
活
動
に
関
す
る
情
報
共
有
や
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
執
行
委
員
会
・
諸
会
議

へ
の
対
策
を
協
議
し
、
併
せ
て
、
３
組
織
の

代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
「
代
表
者
懇
談
会
」

を
開
催
し
、
国
別
協
議
会
に
向
け
た
課
題

点
を
整
理
し
て
き
た
。
結
成
か
ら
２
年
が
経

過
し
た
2
0
1
4
年
に
は
、
2
0
1
6
年
開

催
の
第
２
回
世
界
大
会
に
向
け
、
３
組
織

の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
に
関
す
る
国
際

活
動
で
共
通
す
る
部
分
を
で
き
る
限
り
一

本
化
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
思
統
一
が
な
さ

れ
、
2
0
1
4
年
５
月
、タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に 

2
こ
れ
ま
で
の
経
緯

図 2　インダストリオール日本加盟協の業務範囲

インダストリオール日本加盟協事務所の様子
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３
今
後
の
課
題

　

日
本
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
内
で
、

組
織
規
模
に
お
い
て
上
位
を
占
め
る
だ
け
で

な
く
、
第
２
回
世
界
大
会
に
お
い
て
、
グ
ロ

ー
バ
ル
60
名
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
は
12

名
）
の
う
ち
３
名
の
執
行
委
員
を
輩
出
し
、

ま
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
代
表
と
し
て
相
原

康
伸
／
J
C
M
議
長
が
副
会
長
に
就
任
し

た
こ
と
か
ら
も
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の

中
核
国
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
ま

す
ま
す
重
要
性
の
高
ま
る
国
際
労
働
運
動

に
お
い
て
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
高
ま
る

中
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
協

が
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
。

　

当
面
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
へ
の
対
応
を

中
心
に
、
３
組
織
共
通
で
取
り
組
ん
で
い
る

活
動
を
ベ
ー
ス
に
ス
ム
ー
ズ
に
立
ち
上
げ
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
業
務
を
質
・
量
と
も
に

維
持
し
つ
つ
、
国
内
外
に
お
け
る
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
協
に
関
す
る
認
知

を
高
め
る
活
動
を
実
施
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
特
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お

い
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
両
地
域

事
務
所
の
み
な
ら
ず
地
域
内
の
執
行
委
員
・

加
盟
組
織
と
も
更
に
連
携
を
深
め
、
地
域

活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
は
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
等
の
共
同
実
施
や
、
３

組
織
合
同
で
の
連
帯
活
動
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
活
動
へ
の
３
組
織
共
通
意
見
の
反
映

な
ど
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
組
織

と
し
て
の
連
携
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
、
更

に
効
果
的
・
効
率
的
な
運
営
に
努
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
J
C
M
と
し
て
は
、
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
協
の
設
立
に
主
体

的
に
関
わ
っ
て
き
た
背
景
に
鑑
み
、
そ
の
業

務
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
同
時
に
、
今
後

の
業
務
の
あ
り
方
に
関
す
る
議
論
に
も
積

極
的
に
参
画
し
て
い
き
た
い
。

　インダストリオール・グローバルユニオンの新書
記長としてインダストリオール日本加盟組織協議会
の結成をお祝い申し上げます。
　インダストリオール日本加盟組織協議会の結成
は貴重な努力の結晶です。さらに、日本の加盟組合
が国際連帯活動を調整するうえで、また2016年
10月７日リオデジャネイロで開催された第２回世界
大会で承認された2016～2020年アクションプラ
ンをインダストリオールが実行する際に協力し、ま
た支援するうえで、この日本加盟組織協議会は、強
固な礎となるでしょう。
　インダストリオール・グローバルユニオンは労働
組合の力の構築、強力な民主的組合の発展および
世界中の我々の産業部門における労働者の権利の
擁護に関する日本の加盟組合の貢献を高く評価し
ています。
　連帯を込めて。

お
い
て
開
催
さ
れ
た
、イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
大
会
に
お
い
て
、

「
日
本
に
お
け
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
国

別
協
議
会
の
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
」

を
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
代
表
者
の
前
で

表
明
し
た
。

　

2
0
1
4
年
よ
り
、
実
務
レ
ベ
ル
に
お
い

て
そ
の
機
運
を
一
層
高
め
る
目
的
か
ら
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
に
対
す
る
国
際
窓
口
と

し
て
の
統
一
の
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
の
登
録
、
事
務
方
に
よ
る
週
２
（
火
・
木
）

で
の
同
一
事
務
所
勤
務
を
開
始
し
た
。
こ
の

同
一
事
務
所
勤
務
は
、
３
組
織
相
互
の
業
務

内
容
の
み
な
ら
ず
、
各
組
織
の
文
化
、
活
動

形
態
な
ど
の
違
い
に
つ
い
て
理
解
す
る
有
益

な
活
動
と
な
っ
た
。

　

事
務
局
連
絡
会
議
は
１
～
２
个
月
に
１
回

インダストリオール・
グローバルユニオン
書記長
ヴァルター・サンチェス

日本加盟組織協議会の結成を
歓迎する

の
頻
度
で
開
催
さ
れ
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

執
行
委
員
会
へ
の
対
応
を
中
心
に
議
論
し

て
き
た
。
2
0
1
6
年
１
月
に
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
執
行
委
員
会
の
開
催
と
切
り
離
し
、

日
本
に
お
い
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
女
性

委
員
会
・
執
行
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と

と
な
っ
た
が
、
会
議
運
営
・
手
配
や
海
外

ゲ
ス
ト
受
入
等
に
つ
い
て
日
本
加
盟
３
組

織
が
密
に
連
携
し
対
応
し
た
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
協
の

創
設
に
向
け
て
は
、「
代
表
者
懇
談
会
」
に

お
い
て
、
組
織
・
財
政
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
協
議
す
る
と
同
時
に
、2
0
1
5
年
12

月
に
は
各
組
織
の
事
務
局
長
・
局
長
を
中

心
に
し
た
「
設
立
準
備
委
員
会
」
を
設
置
、

そ
の
設
立
に
向
け
た
具
体
的
な
議
論
、
結

成
大
会
に
向
け
た
準
備
を
加
速
さ
せ
て
き

た
の
で
あ
る
。

　

2
0
1
6
年
12
月
の
結
成
大
会
以
降
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
協
の
オ

フ
ィ
ス
を
Ｊ
Ｃ
Ｍ
フ
ロ
ア
内
に
設
け
、
2
0

1
7
年
１
月
よ
り
活
動
を
開
始
し
た
が
、１

月
17
日
に
は
第
１
回
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
日
本
加
盟
協
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、

日
本
加
盟
３
組
織
に
お
け
る
連
絡
ル
ー
ト
・

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
関
係
資
料
の
和
訳

へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
議
論
し
た
。


